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郷土を愛する人々の雑誌
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真珠は花ｳ 家の宝石です。

ミキモトの粒よりのパール

は世界中の花嫁のあこがれ

になっています。ミキモト

パールはいつまでもかわら

ぬ輝きをもつやさしい愛の
シンボルです。
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亘識lｉ

れは神戸を愛する人々の手帖です一
一

くあなたのくらしに楽しい J 夢をお ろ

神戸を訪れる人にはやきしい道しるべ

これば神戸っ子の心の手帖です
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てその年の干支が描いてお
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かりの源原源太の武者絵等もあります。
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心謁、
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したものF で生田神社は神戸の大切な神社で

。『 垂雪ａ

壁些④

竜 一竜”

生田神社の小絵‘馬加藤盛男（神戸史談会）
神戸の地名はその誉、生田神社に奉仕した四十四戸の農民の衆落より発生したもので生田神社は神戸の大切な

えと
あります。そこに毎年正月の初参りに氏子に贈られる美しい小絵‘馬があります。猿をのぞいてその年の干支が描
ります。猿はｒ去るＪに通じるので余り喜ばれない様です。他にえびらの梅にゆかりの源原源太の武者絵等もあり
あなたも生田神社の小絵馬を蒐集しては如何ですか。カット・中西勝（二
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指先にはさんでシュッ、シュソと楽しん
で．下さい。雲になってフルーツの甘さと
ハソカのさわやかさがとびこみます

麺お出かけ盲命
まず気分を一新して下さい

読 今鰯
L-ﾗﾙﾌﾚﾂﾞﾝ１ｺＬ

鋪ダンス
Ｈ毎

患がホホにふれても大丈夫

麺デイト
あ雲で~ 同月: 弄套話のう霊5 庭

おロからニオイがう肖えます
端飲食喫煙鞍

鐘おやすみ誌
抗酵素剤でムシ歯もふせぐ
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Y O u n g L a d i e s o f K o b e
TheQueenoftheSea(middle)andhercourtstandtogetheratthegateofSorakuen、
Thegirlswerechosenfortheirmodemsensitivityandtraditionalbeautyatthecontest・SorakuenisaJapanesegarden
forthecitizens・AEuropeanstyledmansionofthelastcenturyareconservedthere、
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神戸と女性
《海の女王》
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画

海の女王は、神戸新聞社主催の
美人コソテストで選ばれます。
６３年度･ ミス海の女王たちです。
みんな神戸っ子でさっそうとし
ています。着物姿の女王たちは
スタイルがいいから立派です。
－相楽園で､ みなと祭の日に撮影一
内本恵子女王代表く川崎製鉄勤務〉
福本矩子く芦屋女子短大在学中〉
難波勝子く小川洋装学院在学中〉
船瀬千津子く家事〉
仲上早百合く日立製作所勤務〉

甘
畷
１
超

写真上左から難波勝子・内本恵子・
仲上早百合

写真下左から船瀬千津子・福本矩子
のみなさん
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鱒腸寸寸＠鵜曽

職Ｉ蟻八単純側孤黙

蝿騨嚇 霧躍ｅ塑鰯』

鱒腸寸寸＠鵜曽

職Ｉ蟻八単純側孤黙

蝿騨嚇 霧躍ｅ塑鰯』

ｇ埠漆函１８唖竜沸、偽辱余｛

急電患Ｉ。ｇ・閏沸蕊積鋼珊ｐ

ｇ鍾嚇１８噸今鈍沸、崎や恨一

。ＣＱ潟１つ・劉錨沸婚洞門岩川心

・や瑞

辱鞠鼎Ｊ程ふ報遊綿

，細塑崇淘魯端和迦

瞬殺鍔轄毎割辿遡鋼釦

幅巽爾鈴』や最些細節・捌侭』仏骨

ふぺ，蝿一画，紬畔蝿端

・や制○蓬〉掬

画、型勾錘部蝉拶遥鞭ハ燕

豊斜、瞬禽時Ｊ鯖穏恩編剖、く錨一

議墓襲袖謹ｅ齢・艇鴬

ｇ埠漆函１８唖竜沸、偽辱余｛

急電患Ｉ。ｇ・閏沸蕊積鋼珊ｐ

ｇ鍾嚇１８噸今鈍沸、崎や恨一

。ＣＱ潟１つ・劉錨沸婚洞門岩川心

・や瑞

辱鞠鼎Ｊ程ふ報遊綿

，細塑崇淘魯端和迦

瞬殺鍔轄毎割辿遡鋼釦

幅巽爾鈴』や最些細節・捌侭』仏骨

ふぺ，蝿一画，紬畔蝿端

・や制○蓬〉掬

画、型勾錘部蝉拶遥鞭ハ燕

豊斜、瞬禽時Ｊ鯖穏恩編剖、く錨一

議墓襲袖謹ｅ齢・艇鴬
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１
３生田さんの小絵馬／文・加藤盛男／え・中西勝

ログラビヤ／神戸ど女性・海の女王と相楽園
＊わたしの意見／人間関係を密接にしよう
アメリカ総領事・ジエ・オエン・ザヘーレン

KobeislikeaCocktail／CAillion
何でもある神戸／C ・エリオン（オランダ）

連載随想第十五回
パトカー同乗記／白川渥

れんさい随想／⑯神戸のこと手当り次第・淀川長治
連栽随想第四回／ベニスの絵・阪本勝

連載第九回／f 神戸とエトランゼ
へ神戸つ子ジョン・ブル・陳舜臣
・神戸遊戯誌３／ゴルフ③・青木重雄

ユー

1 １月目次
わんぱくざかり江戸日記・伊達俊太郎
おしゃれなスカーフ／福富芳美
暮しのアクセサリー③／矢野坦
口宝塚5 0 年を語る□
' 懐かしのモンパリがレビューのはじまり
白井鉄造・春日野八千代
ピンクコーナ( Ｔ）
神戸うまいもん巡礼Ｎｏ．１５／赤尾兜子
紳士入門⑨／マイカー紳士・竹田洋太郎
ポケットジャーナル
ＫＯＢＥＫＫＯＳＨＯＰＰＩＮＧＧＵＩＤＥ
神戸夫人第７回／武田繁太郎
ログラピヤ秋の神戸港／カメラ堀内初太郎
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表紙・小磯良平／カメラ・米田昌弘・米田定蔵／デザイン・橘正三
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●

乙
ドイツ菓子

ピラミッド
ビスケット
各種ケーキ

五一八一ｒ△
本店・三宮生田神社西隣
神戸そごう・神戸三越・国際名菓店

９
Ａ・おしゃれな男の集るところ
Ｂ、シャープな男がさがせるところ
０．新らしい流行を知るところ
Ｄ，服飾のすべてがそろったところ
Ｅ、それがＭＡＯといううわさ
Ｆ、そんな気持でつくりました

男の服飾 三宮本店

トアロートリ苫

神戸センター街
ＴＥＬ⑳０８９５
センター街西口
ＴＥＬ⑲０８９６
新開地本通り
ＴＥＬ⑤７６８８
姫路駅デパート
ＴＥＬ⑳1 2 6 エ

８
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全
学

人
間
関
係
を

密
接
に
し
よ
う

＊
わ
た
し
の
意
見

ｌ
こ
ん
ど
日
米
市
長
、
商
工
会
議
所
会
頭
会
議
が
神
戸
で
開
か
れ

ま
し
た
が
、
あ
な
た
は
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
ｌ

日
本
と
米
国
と
の
関
係
が
深
く
な
る
こ
と
は
大
い
に
歓
迎
し
ま

す
。
国
際
関
係
で
一
番
大
切
な
こ
と
は
理
解
す
る
と
い
う
こ
と
で

し
ょ
う
。
国
民
と
国
民
と
が
、
相
手
と
直
接
話
し
あ
う
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
か
ら
、
よ
り
効
果
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ｌ
原
子
力
潜
水
艦
の
寄
港
に
つ
い
て
お
た
ず
ね
し
ま
す
が
、
神
戸

港
に
寄
港
す
る
の
で
す
か
、
ま
た
、
多
少
の
危
険
性
は
あ
る
と
思

い
ま
す
か
ｌ

米
国
が
寄
港
を
申
込
ん
だ
の
は
、
横
須
賀
と
佐
世
保
の
海
軍
基

地
だ
け
な
の
で
す
か
ら
、
神
戸
に
は
寄
港
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
原

子
力
潜
水
艦
に
限
ら
ず
ほ
か
の
船
で
も
危
険
性
雪
は
あ
り
ま
す
。

〃
生
命
に
危
険
が
な
い
〃
と
言
う
と
無
意
味
に
た
る
で
し
ょ
う
。

原
子
力
潜
水
艦
だ
か
ら
、
よ
り
注
意
し
、
よ
り
安
全
を
は
か
れ
ば

よ
い
と
思
い
ま
す
。
正
直
に
危
な
い
か
ら
反
対
だ
と
い
わ
れ
る
人

に
は
、
い
く
ら
で
も
説
明
し
て
納
得
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
た

だ
、
政
治
的
な
も
の
に
結
び
つ
い
て
反
対
さ
れ
る
の
は
困
り
ま
す
。

原
子
力
潜
水
艦
だ
か
ら
よ
り
危
険
だ
と
い
う
こ
と
は
な
い
の
で
す

ｌ
米
国
の
ワ
シ
ン
ト
ン
州
と
兵
庫
県
と
が
姉
妹
関
係
を
結
び
ま
し

た
が
、
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
ｌ

ワ
シ
ン
ト
ン
州
は
多
く
の
日
本
の
人
た
ち
が
、
移
民
を
し
て
い

ま
す
し
、
日
本
か
ら
、
ハ
ワ
イ
経
由
、
ア
ラ
ス
カ
経
由
で
ア
メ
リ

カ
に
行
く
と
き
の
入
口
で
す
。
兵
庫
県
と
は
よ
く
似
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
、
互
い
に
い
い
宣
伝
に
も
な
り
ま
す
し
、
わ
た
し
の
意
見

と
し
て
は
、
学
生
、
教
授
な
ど
文
化
の
交
換
を
さ
か
ん
に
し
て
、

人
と
人
と
の
関
係
を
密
接
に
す
る
こ
と
こ
そ
重
大
だ
と
思
い
ま
す

１
，
年
も
日
本
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
す
が
、
神
戸
を
ど
う
見
ら

れ
ま
す
か
、
趣
味
は
何
で
す
か
ｌ

あ
ま
り
内
容
の
な
い
話
は
興
味
が
な
い
。
日
本
の
こ
と
は
日
本

人
の
方
が
よ
く
ご
存
知
の
筈
で
す
。
趣
味
は
多
い
が
と
く
に
い
え

ば
写
真
で
す
。
カ
メ
ラ
は
キ
ャ
ノ
ン
。
撮
影
機
は
コ
ダ
ッ
ク
を
も

っ
て
い
ま
す
し
、
福
岡
に
い
た
と
き
は
、
カ
メ
ラ
の
同
好
会
に
も

は
い
っ
て
い
ま
し
た
。
ほ
か
に
趣
味
と
い
え
ば
、
新
聞
記
者
を
い

じ
め
る
こ
と
で
す
ね
。

ジ
エ
・
オ
エ
ン
・
ザ
ヘ
ー
レ
ン

神
戸
・
大
阪
米
国
総
領
事
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b y C A i l l i o n，H o l l a n d e r
（Retired‐Inkyosan）
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１１

K o b e i s l i k e a C o c k t a i l蕊
Toreside，ｂｅｉｎｇａ‘‘Ｋｏｂｅｋｋｏ，，，Ｉｍｕｓｔｓａｙｔｈｅ

ＣｉｔｙｏｆＫｏｂｅｗｉｔｈｏｕｔｄｏｕｂｔｉｓｔｈｅｂｅｓｔｐｌａｃｅｔｏ
ｌｉｖｅｉｎ；ａｓｔｈｅｍｏｕｎｔａｉｎｓａｎｄｔｈｅｓｅａａｒｅｓｏｎｅar，
ａｎｄｔｈｅＣｉｔｙｉｔｓｅｌｆｉｓｖｅｒｙｉｎｔｅｒｅｓｔing・
Ｋｏｂｅｉｓｂｌｅｓｓｅｄｗｉｔｈｎｕｍｅｒｏｕｓｈｉｋｉｎｇ－ｒｏｕｔｅｓ

ｂｅｈｉｎｄｔｈｅｈｉｌｌｓｔｏＲｏｋｋｏ，M a y a s a n，F u t a t a b i；
wherebeaUtifulrecreationparｋｓａｒｅｌｏｃａｔｅｄ、
ＩｎｏｌｄｅｎｄａｙｓｏｎｅｈａｄｔｏｗａｌｋｕｐｔｏＲｏｋｋｏ

ｏｒｇｏｂｙＫａｇｏｖｉａＧｏｍｏ・ＴｏＭａｙａｓａｎａｎｄＦｕ‐
tata b i ,ｔｈｅｏｎｌｙｗａｙｗａｓｔｏｗａｌｋｏｖｅｒｌｋａｒｉｙａｍａ；
ｐａｓｓＮｉｈｏｎＭａｔｓｕｏｒｖｉａ２０ＣｒｏｓｓｉｎｇｕpNunobiki
w a t e r - f a l l s・Ｎｏｗｃａｂｌｅ－ｃａｒｓｗｉｌｌｔａｋｅｙｏｕｕｐｉｎ
ｆｅｗｍｉｎｕｔｅｓ，ｂｅｓｉｄｅｓｔｈｅｒｅａｒｅｎｏｗｇｏｏｄｐａｖｅｄ
ｍｏｔor - r o a d s w h e r e y o u p a s s b e a u t i f u l m o u n t a i n

●

ｓｃｅｎｅｒｌｅｓ･

I n o l d e n d a y s l n a n y F o r e i g n e r s t o o Kａｗａｌｋ
ｕｐｔｏＦｕｔａｔａｂｉｏｎＳｕｎｄａｙｍｏｒｎｉｎｇｓａｎｄｅｎｔｅｒ
ｔｈｅｉｒｎａｍｅｓｉｎａｂｏｏｋｋｅｐｔａｔＣｈａｙａｎｅａｒｔｈｅ
ｅｎｔｒａｎｃｅｔｏｔｈｅｔe m p l e，ｂｕｔｎｏｗａｄａｙｓｖｅｒｙｆｅｗ
ｄｏｓｏ・ＩａｔｔｒｉｂｕｔｅｔｈｉｓｔｏｍａｎｙＢａｒｓａｎｄＮｉｇｈｔ‐
Ｃｌｕｂｓ；ａｎｄｏｎＳｕｎｄａｙｓｍａｎｙｐｒｅｆｅｒｔｏｓｔａｙｉｎ
ｂｅｄｔｉｌｌｎｏｏｎｏｒｌａｔｅｒ、Ｉｆｔｈｅｙｄｏｇｏａｔａｌｌ，i t
w i l l b e a m o t o r - c a r d r i v e 、
Ｔｈｅｍｏｓｔｉｎｔｅｒｅｓｔｉｎｇｓｅａｓｏｎｌｍｕｓｔｓａｙｉｓ

ｔｈｅＣｈｅｒｒｙＢ１ｏｓｓｏｍｔｉｍｅ－Ｈａｎａｍi - w h e r e p e o p l e
h a v e o u t i n g s i n g r o uｐｔｏｅｎｊｏｙ‘‘o b e n t o '，u n d e r
t h e C h e r r y t r e e s w i t h o f c o u r sｅｐｌｅｎｔｙｏｆＳａｋｅ・
Ａｔｔｈｅｂｅｇｉｎｎｉｎｇｉｔｉｓｎｉｃｅｔｏｓｅｅｔｈｅm e n j o y i n g

Ｃ・A i l l i o n
（Hollander）

t h e m s e l v e s w i t h s o n g s a n d d a n c e s ,ｂｕｔｃａｎｎｏｔｓａｙ
ｔｈｅｓａｍｅａｆｔｅｒ３ｏｒ４０，ｃｌｏｃｋｉｎｔｈｅａｆｔｅｒｎｏｏｎ・

Ｔｈｅｒｅａｓｏｎｉｓｓｏｍｅｏｆｔｈｅｍｇｅｔｓｏｄｒｕｎｋａｎｄ
ｏｂｎｏｘｉｏｕｓ，ｔｈｅｆｉｇｈｔｓｔａｒｔｓｗｉｔｈｔｈｅｖｅｒｙｆｒｉｅｎｄｓ
ｔｈｅｙｈａｖｅｂｅｅｎｄｒｉｎｋｉｎｇｔｏｇｅｔｈｅｒａｎｄｏｔｈｅｒｓｉｎ
ｔｈｅｐａｒｔｙｔｒｉｅｓｔｏｉｎｔｅrv e n e；ａｎｄｉｎｄＯｉｎｇｓｏａｃ‐
cｉｄｅｎｔｌｙｇｅｔａｗｈａｃｋｏｎｔｈｅｈｅａｄ,f e l l o w l o s e s h i s
t e m p e r ；b e i n g ｎｏｔｔｏｏｓｏｂｅｒａｎｄｔｈｅｆｉｇｈｔｇｅｔｓ
ｂｉｇｇｅｒａｎｄｂｉｇｇｅｒ－ｎｏｗｔｈｅｗｉｖｅｓｔｒｙｔｏ､ ｓｔｏｐ
ｔｈｅｉｒｒｅｓｐｅｃｔｉｖｅｈｕｓｂａｎｄｓａｎｄｉｎｔｈｅｂａｒｇａｉｎ,ｔｈｅｙ
ｇｅｔｈｉｔｉｎｔｈｅｓｃｕ田e・F i n a l l yｓｏｍｅｂｏｄｙｉｎｆｏｒｍｓ
ｔｈｅｐｏｌｉｃｅａｎｄｔｈｅｖｉｏｌｅｎｔｏｎｅｓａｒｅｔａｋｅｎａｗａｙａｎｄ
ｐｅａｃｅｒｅｔｕｒｎｓｏｒｂｒｅａｋｕｐｔｈｅｍｅｒｒｙｐａｒｔｙ．Ｉｔｈｉｎｋ
ｔｈｉｓｉｓｔｈｅｍｏｓｔｉｎｔｅｒｅｓｔｉｎｇｐａｒｔｏｆ‘‘Ｈａｎａｍｉ',．、
ＩｎＳｕｍｍｅｒｔｈｅｒｅａｒｅｍａｎｙｂａｔｈｉｎｇｐｌａc e s ，

ｔｈｅｍｏｓｔｐｏｐｕｌａｒｏｎｅｓａｒｅｉｎＫＯｒｏｅｎａｎｄＳＵｍａ，
ａｎｄａｌｏｎｇｔｈｅｂｅａｃｈａｒｅｎｕｍｅｒｏｕｓｈｕｔｓｆｏｒｂａｔｈｅｒｓ
ｔｏｃｈａｎｇｅ，ｐｒｏｖｉｄｅｄｗｉｔｈｓｈｏｗｅｒｉｎｓｏｍｅｏｆｔｈｅｍ
a n d s e l l i n g c o o l d r i n k s a n d e a t s・Ｕｎｆｏｒｔｕｎａｔｅｌｙ
ｔｈｅｗａｔｅｒｉｓｎｏｔｔｏｏｃｌｅａｎ、

Ｉｏｎｃｅｈａｄａｆｕｎｎｙｅｘｐｅｒｉｅｎｃｅ．．’:ａｍａｐｅｒｓｏｎ
ｗｈｏｃａｎｆｌｏａｔ；１ｙｉｎｇｗｉｔｈｍｙａｒｍｓｂｅｎｅａｔｈｍｙ
ｈｅａｄ，legsstretchedoutstraight,ａｓｉｆｏｎｔｈｅＨｏｏｒ
ａｎｄｃａｎｓｍｏｋｅｃｉｇａｒｅｔｔｅａｎｄｅｎｊｏｙｂｅｉｎｇｃａｒｒｉｅｄ
ｄｏｗｎｂｙｔｈｅｔｉｄｅｆｏｒｈｏｕｒｓ・ＩｎＳｕｍａ，ｔｉｄｅｉＳ
ｒａｔｈｅｒｓｔｒｏｎｇ；ｗｈｉｃｈｆｌｏｗｓｆｒｏｍＷｅｓｔｔｏＥａｓｔ
ｉｎｔｈｅａf t e r n o o n ，ｓｏI ｕｓｅｔｏｓｗｉｍｏｕｔｆｏｒａｂｏＵｔ
６０ｆｅｅｔｉｎｆｒｏｎｔｏｆＳｕｍａＳｔａｔｉｏｎｂｅａｃｈａｎｄｇｅｔ
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神戸に住めば郊外にいい野球試合が見られる大きい球場
がある。競馬場がある。そして宝塚では独特の少女のオペ
レッター、凝ったミュージカルが見られる。湯にわかした
ものだが、宝塚温泉一炭酸一塩泉一鉱泉がある。
いわば神戸市のうしろ側に古くから有馬温泉がある。し

かし神戸からあまり近く、そして人は温泉というと遠くへ
いきたがるためか、神戸の人たちは、一般に有馬温泉を有
難がらないようである。
こんな古い日本のことわざがある。「病気になれば、医

者か有馬の湯へ行けばよい。だが恋わずらいは有馬の湯も
医者も治すことができない」
昔は有馬にいくにはカゴしかなかった。のちには三田を

経て汽車でいった。私の父はクルマ（人力車）を先曳きと
後押しとでいったものである。料金は１人当たり１円だっ
たが彼らはそれ以上大勢で引いたものである。というのは
彼らはヤドで食事つき１晩宿りで5 0 銭でまた翌朝神戸に帰
れたからで、いまでは電車で4 5 ～4 8 分、自動車ならもっと
速くいける。
有馬の外国式ホテルは食事つき２円5 0 銭の料金だった。
そしてスギモト・ホテルとマスダ・ホテルの二軒あった。
それらは危つかしい建物で古い家具が置かれていたが、当
時は結構間に合った。多勢の外国人が神戸から、ときには
遠く上海から何人も夏にはやってきたものである。
神戸にはたくさんの歴史上有名な場所やお寺がある。大

阪から須磨の一の谷にかけて血なまぐさい戦いを思い出さ

せてくれるところだ。今は若い時代の人たちに忘れられ、
戦いの跡にたてられた記念碑は雑草におおわれて見捨てら
れ、子供が碑にのぼったりする遊び場となっている。人び
とはあまり忙しいのでこれらの古い歴史的な記念碑や墓地
を保存しようという気もない。彼らは道路を拡張するのに
邪魔だといい、多くは近代建築をたてるためどこかへ押し
やられていく。寺社の境内は歴史の跡を止めるよりも駐車
場へと変えられる。たしかにそれは進歩であり収入を高め
ることになるかもしれない。しかしこのはげしく行なわれ
つつある変化には、同時に古い歴史的な遺物への考慮と尊
敬が必要だ。それらの遺物はとりも直さず神戸の現在をつ
くるために犠牲となった祖先の思い出のよすがであるから
だ。（．この項英文では略してあります）
神戸は私にとって、つまるところいろいろをものがミッ
クスされたカクテルのようなものである。一方では歴史的
で多くの文化的なすがたを持ち、しかも町いつぱいにバー
やナイトクラブがばらまかれている。トルコ風呂も忘れず
に一海の町、重要をビジネス・センター－、大きな港
大工場の町、灘の生１本で知られ、世界のあらゆる国の料
理のレストランのある町- －このように私は神戸が最も興
味のある場所の一つであり日太で一番住みよい土地だとい
うのである。

（カットは筆者の温泉めぐりの写生）

1２

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



何でもある神戸

「神戸っ子」として住んで、私は神戸市が住むのに最も
適した場所というべきだろう。山と海は近く、市そのもの
は実におもしろいといわねば詮らない。
神戸は裏山から六甲、摩耶、再度の山々へと多くのハイ
キング・ルートに恵まれている。そこには美しいレクリエ
ーションのための公園がある。
かつては、人は六甲山へ歩いて登るか、カゴに乗って五
毛を経ていかねばならなかった。摩耶山や再度山へはただ
一つの道は錨山を経て二本松から布引の滝をのぼって、ト
ウェンテイ・クロッシング（二十渡り）をすぎる道しかな
かった。いまでは、数分でケーブルカーが運んでくれるし
すばらしい山の風景をすぎるいい舗装道路がある。
昔は多くの外国人が日曜日の朝、再度山に登り寺の入口
にある茶屋に置かれた帖面に名を記入したものだ。だが最
近はそうする人もまれになった。この原因は多くのバーや
ナイトクラブにあると私は思う。そして日曜の朝は、遅〈
まで寝ていたい人が多いのである。もし彼らがなんとかし
て行くとすれば、自動車のドライヴに頼るだろう。
もっともおもしろい季節は、桜の花の時季一はなみ－と

いうべきだ。人々は集って外出し、桜の木の下でオベント
｜ウを楽しむ－もちろん大量の酒とともに。最初は、彼ら
1３が歌や踊りを楽しんでいるのを見るのはよい。ところが午
’後の三時、四時過ぎとなると、そうはいえない。それは花
見客の何人かが、酔っぱらい、うるさくなる。いままでい
っしょに飲んでいた友達と喧嘩をはじめる。他の連中はそ

Ｃ・エリオン
（オランダ）

－インキョサンー

れをとめようとする。そうしていると、たまたま頭を一発
やられる。仲間はカツとする。相当きこしめしているもの
だから、喧嘩はますます大きくなる。奥さんはそれぞれの
亭主をとめようとし、一斉にやると、奥さんも騒ぎの中で
なぐられる。ついにだれかが警察に知らせ、乱暴者が連れ
去られると平和は回復されるか、それともパーティは終り
を告げる。私はこれが花見の最も興味ある部分だと思う。
夏には海水浴場がたくさんある。有名なのは香櫨園と須

磨で、海岸に沿って多くの小屋があり、海水浴客が着かえ
たりできるし、いくつかはシャワーがあり、冷たい飲もの
やたべものを置いている。不幸にも水はきれいでない。
私はヘンな経験をしたことがある。
私は浮き身ができるのである。床の上のように腕を頭の
後にまわして、脚をまっすぐ伸ばし、煙草をふかしながら
何時間も潮に流されるのを楽しむことができる。須磨は潮
の流れが速く、午後は西から東へ流れている。そこで、私
は須磨駅前の海岸から、６０フィートばかり沖に泳ぎ出し、
天神橋の海岸まで浮かんでいった。さて－子供たちが私
を見つけ、死人とまちがえて、「ドザエモン・ガ・ウイ・
トル」と呼びはじめた。私がそれに気がつかをいうちに３０
人ばかりの人が岸に沿ってついてきた。そこで私は土左衛
門と衝突しないことを祈りながら岸に泳ぎつくことにし
た。ところが驚いたことに、岸にあがると土左衛門と思わ
れたのは私だったのである。それ以来私は余りながく浮き
身をやらないことにした。
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隠隠

白白 連
載
随
想
第
十
五
回

連
載
随
想
第
十
五
回

パ
ト
カ
ー
同
乗
記

パ
ト
カ
ー
同
乗
記

川川

渥渥

先
夜
、
県
警
の
パ
ト
ロ
ー
ル
の
車
に
便
乗
し
て
、
夜
の
神
戸
の
街
を
一
巡
し

た
。
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
情
を
見
せ
て
も
ら
お
う
と
言
う
本
誌
の
企
画
で
、
小
泉

編
集
長
と
カ
メ
ラ
マ
ン
も
同
乗
。

九
時
過
ぎ
、
警
ら
本
部
を
出
発
。
高
架
沿
い
に
三
宮
ま
で
出
た
と
こ
ろ
で
、

統
制
室
よ
り
無
線
の
指
令
が
は
い
っ
た
。
布
引
の
Ｉ
旅
館
横
で
、
駐
車
中
の
車

の
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
鳴
り
つ
づ
け
て
い
る
と
の
こ
と
。
附
近
の
住
民
か
ら
の
一

１
１４

１

叱

県警本部統制室で（写真上）パトロール中に（写真下）警官から説明を聞く白川渥氏

１
１４

１

鷺，：．
･静
だ.‘

鷺，：．
蕊．
・泉..‘
託6 雲i蕊織蕊蕊Ｉ雲i蕊織蕊蕊Ｉ

叱 議繍騨鋳蕊譲蒸蕊：蕊蕊凝騨
“篭溌霧

議繍騨鋳蕊譲蒸蕊：蕊蕊凝騨
“篭溌霧

鎌
県警本部統制室で（写真上）パトロール中に（写真下）警官から説明を聞く白川渥氏
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一
○
番
へ
の
報
ら
せ
で
あ
る
。
さ
っ
そ
く
現
場
に
急
行
し
て
み
る
と
、
そ
れ
ら

し
い
車
が
闇
の
路
傍
に
駐
車
し
て
い
た
が
、
す
で
に
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
鳴
り
止

ん
で
い
た
。
た
ぶ
ん
、
接
続
の
故
障
で
鳴
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
を
持
ち

主
が
修
理
し
た
と
み
え
る
。

「
う
る
さ
い
！
電
話
し
ろ
』

お
そ
ら
く
そ
ん
な
こ
と
か
ら
一
一
○
番
が
使
わ
れ
た
に
ち
が
い
な
い
。
電
話

を
か
け
た
人
の
顔
が
見
え
る
よ
う
で
あ
る
。
市
民
に
と
っ
て
、
一
一
○
番
と
は

便
利
左
も
の
だ
。
ど
ん
な
些
事
で
も
、
コ
イ
ッ
を
使
う
と
手
っ
取
り
早
い
。
そ

し
て
、
わ
れ
ら
市
民
に
は
コ
イ
ッ
を
使
う
権
利
が
あ
る
．
ｌ
と
言
い
た
げ
を

市
民
の
顔
が
浮
か
ん
で
く
る
よ
う
で
、
私
は
ち
ょ
っ
と
ユ
ー
ウ
ッ
に
な
っ
た
。

「
バ
ー
な
ん
ぞ
か
ら
か
か
っ
て
く
る
飲
ん
だ
く
れ
の
始
末
に
は
困
る
で
し
ょ

蕊
っ
？
。
」

前
の
運
転
席
の
お
巡
り
さ
ん
に
声
を
か
け
て
み
る
と
、

「
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
ね
。
…
…
」

口
を
濁
ご
し
て
苦
笑
し
て
い
る
。

「
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
一
一
○
番
を
利
用
す
る
バ
ー
も
あ
り
ま
し
ょ
う
？
」

「
そ
う
で
す
。
さ
ん
ざ
ん
飲
ま
し
た
あ
げ
く
の
後
始
末
で
す
わ
」

飲
ん
だ
く
れ
よ
り
も
、
足
腰
が
立
た
な
い
ほ
ど
に
飲
ま
せ
た
あ
げ
く
パ
ト
カ

－
に
後
始
末
を
さ
せ
る
バ
ー
の
経
営
者
の
方
が
、
も
っ
と
厄
介
で
悪
質
な
市
民

で
あ
る
。
彼
ら
は
、
パ
ト
ロ
ー
ル
を
利
用
し
、
私
用
し
て
い
る
ヤ
カ
ラ
で
あ

る
。
あ
ま
り
に
も
安
直
に
、
パ
ト
ロ
ー
ル
の
行
動
力
を
利
用
す
る
な
と
言
い
た

い
。
こ
ち
ら
は
、
大
事
に
備
え
て
の
待
機
姿
勢
に
あ
る
。
消
防
自
動
車
と
変
り

は
な
い
・

加
納
町
に
引
き
返
す
と
、
交
叉
点
の
時
計
は
カ
ッ
キ
リ
九
時
半
を
指
し
て
い

た
。
私
た
ち
は
そ
こ
か
ら
県
警
本
部
の
警
ら
統
制
室
を
訪
ね
る
こ
と
に
し
た
。

だ
し
ぬ
け
の
訪
問
だ
っ
た
が
、
統
制
担
当
の
警
部
さ
ん
が
如
才
な
い
笑
顔
で
迎

え
て
く
れ
る
。
も
ら
っ
た
名
刺
を
見
る
と
、
門
田
幸
次
郎
さ
ん
。
お
名
前
だ
け

は
私
も
知
っ
て
い
た
。
ち
ょ
い
ち
ょ
い
詩
や
歌
を
拝
見
し
た
こ
と
の
あ
る
県
蓄

随
一
？
の
文
人
お
巡
り
さ
ん
で
あ
る
。

や
け
に
暑
い
。
い
ま
に
も
一
雨
来
そ
う
な
青
で
あ
る
。
私
た
ち
は
こ
こ
で
門

田
警
部
か
ら
統
制
室
の
あ
ら
ま
し
を
説
明
し
て
も
ら
っ
た
。
窓
側
に
ズ
ラ
リ
と

１
１５

１
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深
夜
の
神
戸
港
で
右
端
白
川
渥
氏

Ｉ
６
１

な
ら
ん
だ
幾
台
も
の
無
線
が
、
街
に
配
置
さ
れ
た
パ
ト
カ
ー
と
間
断
な
く
連
絡

を
と
っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
の
リ
モ
ー
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
（
遠
隔
操
作
）
に
よ

っ
て
、
パ
ト
カ
ー
は
手
足
の
如
く
瞬
時
の
行
動
力
を
発
揮
し
て
い
る
の
だ
。

本
部
を
出
て
、
わ
れ
わ
れ
の
六
号
車
は
会
下
山
か
ら
西
神
戸
の
山
の
手
に
向

か
っ
た
。
そ
の
住
宅
街
の
迷
路
の
よ
う
な
暗
い
坂
を
、
車
は
曲
折
を
つ
づ
け
る

無
線
は
沈
黙
し
た
き
り
。
今
夜
は
平
穏
無
事
の
よ
う
で
あ
る
。
坂
の
途
中
で

銭
湯
帰
り
ら
し
い
人
影
が
ラ
イ
ト
の
中
に
照
ら
さ
れ
た
。
パ
ト
カ
ー
と
わ
か
っ

て
、
ふ
と
浴
客
の
顔
に
穏
や
か
な
微
笑
が
浮
か
ん
だ
。
善
良
な
市
民
の
顔
で
あ

っ
た
。
こ
ん
な
片
隅
の
街
ま
で
廻
っ
て
く
れ
て
い
る
こ
と
に
敬
す
る
安
堵
の
色

だ
が
、
お
巡
り
さ
ん
の
話
で
は
、
こ
ん
な
場
合
、
外
人
街
だ
と
、
は
っ
き
り
声

に
出
し
て
感
謝
の
言
葉
を
投
げ
て
よ
こ
す
そ
う
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
私
は
さ
き
ほ
ど
か
ら
お
巡
り
さ
ん
の
巧
妙
な
運
転
ぶ
り
に
敬
服

し
て
い
た
。
こ
の
夏
か
ら
、
わ
が
家
の
娘
も
下
手
な
運
転
を
し
て
い
る
。
そ
の

車
で
ハ
ラ
ハ
ラ
し
通
し
の
せ
い
か
、
こ
の
パ
ト
カ
ー
の
四
つ
の
車
輪
は
ま
る
で

四
本
の
脚
の
よ
う
に
屈
強
に
見
え
る
。
暗
夜
の
会
下
山
の
坂
路
も
、
住
宅
街
の

間
道
も
、
わ
れ
わ
れ
の
車
は
一
匹
の
獣
の
よ
う
に
自
由
無
凝
で
あ
る
。
し
か
も

お
巡
り
さ
ん
の
眼
は
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
路
傍
の
闇
に
そ
そ
が
れ
て
い
る
。
こ
れ

ほ
ど
ヨ
ソ
ミ
を
す
る
運
転
手
は
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

十
一
時
を
過
ぎ
て
か
ら
、
神
戸
駅
裏
で
パ
ト
カ
ー
は
止
ま
っ
た
。
柵
に
腰
を

下
ろ
し
た
。
浮
浪
者
風
の
三
人
組
の
不
審
訊
問
が
は
じ
ま
っ
た
。
一
人
は
イ
レ

ズ
ミ
男
。
た
だ
の
ア
ン
コ
で
は
な
さ
そ
う
な
面
構
え
。
所
持
品
の
中
か
ら
大
阪

の
質
商
の
質
札
が
出
て
来
た
。
さ
っ
そ
く
カ
ー
の
移
動
局
で
そ
の
質
商
に
照
会

す
る
。
無
線
と
は
何
と
も
迅
速
な
も
の
で
あ
る
。
結
局
不
審
は
な
か
っ
た
よ
う

だ
が
、
質
札
の
正
体
を
確
め
る
ま
で
に
数
分
と
は
か
か
ら
な
か
っ
た
。
わ
れ
わ

れ
の
パ
ト
カ
ー
は
、
そ
こ
か
ら
税
関
突
堤
へ
出
た
。
も
う
十
二
時
近
い
。
汐
騒

の
音
が
、
夜
の
静
寂
を
更
に
深
く
し
て
い
る
。
シ
ン
と
し
た
岸
壁
に
人
影
一
つ

な
く
、
鯨
船
の
図
南
丸
が
黒
々
と
巨
体
を
横
た
え
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
た
。

三
宮
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
空
は
、
ま
だ
明
々
と
し
て
宵
の
口
の
よ
う
で
あ
る
。

今
夜
の
便
乗
は
つ
い
に
何
事
も
な
く
終
っ
た
よ
う
だ
が
、
こ
こ
は
国
際
港
都
。

こ
の
汐
の
香
に
も
、
ネ
オ
ン
の
空
に
も
、
何
や
ら
犯
罪
の
匂
い
が
し
て
な
ら
な

い
。
（
作
家
）
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■二・・・ ･ ･ ･ : 朝

ｎｍＩＩＤＯｌＤ~ 国ｎＤｌ顎１鐙 世
界
ｒ
中
の
人
か
ら
ほ
め
ら
れ
た

日
本
の
誇
り
袖
叩
戸
の
ほ
ま
れ

露
蕊
祷
寵
し
晦
鰐
瀬
韓
元
町
通
三
丁
目
Ｔ
Ｅ
Ｌ
③
二
三
四
○
番

鈴

マ
ロ
ン
一
ク
ラ
リ
セ
は
菓

国

、声
Ｌし

』
、
Ｕ
〃
７
の

一
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